
基礎数学（毎日）— 小テスト 5/1/09 の解説 （担当：佐藤）¶ ³
問題 1. 次の計算をしなさい（各 10点）．µ ´
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基礎数学（毎日）— 小テスト 5/1/09 の解説 （担当：佐藤）¶ ³
問題 2. 無理数に 0でない有理数をかけたものは無理数であることを示しなさい．µ ´
xを無理数とする．xと，0でないある有理数 m

n
（つまり，m, nはともに 0でない

整数）の積 x × m
n
が有理数になったと仮定すると

x × m

n
=

k

l
（k, lは整数） (1)

と表せる．(1)式の両辺に n
m をかけることにより

x =
kn

lm
(2)

となる．整数と整数の積はまた整数になるから，(2) 式の右辺は有理数となる．これは，
xを無理数とした仮定に矛盾する．
「xに 0でない有理数 m

n をかけたものが有理数になる」と仮定して矛盾が生じたので，
この命題が偽である．したがって，「xに 0でない有理数 m

n をかけたものは有理数ではな
い」，つまり「xに 0でない有理数 m

n をかけたものは無理数である」．

注意. 背理法の証明では以下のことに気をつけよう；

� 前提条件となる仮定（ここでは「xが無理数」）と示したい命題の否定命題（ここで
は「無理数 xに対し，qxが有理数となるような有理数 q が存在する」）を明確にす
ること．

� 仮定からどのような矛盾が導かれたのか（ここでは「xが有理数となる」）を明確に
すること．
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